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目的

市町村別のデータを用いて、インフラメンテナンスに関する実態を
見える化
（例：インフラの量・質、予算、自治体の体制、地元事業者の体制、メンテ
ナンスの取組状況 等）

①各自治体に危機意識を自分事化してもらう
②群マネ手引きのターゲットを抽出する（自治体の類型化）

想定される
活用シーン
（例）

• 自治体職員が住民や議会へ説明する資料
⇒他の自治体と比較したランキング、レーダーチャート、マップ 等

• 自治体職員が施策検討する際の判断材料
⇒近隣自治体の状況を踏まえた連携方策の検討 等

• 自治体類型に応じた手引きの作成
⇒自治体を類型化し、各課題に応じた処方箋を提示 等

活用可能な
市町村別データ

の整理

自治体規模別の傾向分析
（指標のマクロ分析、
散布図分析 等）

各自治体の強み・弱みの
見える化

＊分析フロー（イメージ）



見える化参考事例①（土木学会：インフラ健康診断書）
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見える化参考事例②（土木学会：道路橋の健康状態に関する市町村別評価）
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見える化参考事例③（東北大学：1橋を支える人口）
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見える化参考事例④（都市局：都市モニタリングシート）
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